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国名および社名 I ロッ(米クワェ国〉ノレ社 ベルノーザン社 ATT ベル研(カナダ) (米 国)
周 波 数 5，925-6，425MHz 3，700-4，200MHz 5，925-6，425MHz 5，925-6，425MHz 
毛n且主~ 量 135 Mbit/s 90 Mbit/s 135 Mbit/s 135 Mbit/s 
変 認 形 式 64QAM 64QAM 64QAM 64QAM 
周波数利用効率 4.5 bit/s舟Iz(片偏波) 4.5 bit/s.舟Iz(片偏波) 4.5 bit/s舟也(片偏波〕 4.5 bit/s圧Iz(片偏波)
送 {言 出 カ +33dB血 +25.4dBm +29.7dB皿 +35.4dBm 



































































































































































































































一一 ， 、干渉波¥一一 有しており，諸外国を含めてr¥ /ー干J歩波 (V← ) 子て一、
L ntJ "~N~'= 0 I¥l広く利用されている.今後，
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